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１．保険病名と入院診療病名を分けた
２．それぞれ、レセ電算コードとICD-10で管理を行った
３．電子カルテの病名 ⇒ レセプトチェッカーの導入

DPCでのレセプト作成
４．入院診療病名 ⇒ ICD-10での一元管理

がん登録システムへの応用
５．入院手技分類 ⇒ ICD-9CM

K‐Codeのダブル管理
⇒ サマリシステムでの情報共有

DPC請求への応用
がん登録システムへの情報共有

病名の標準化を行うことでこれだけの運用が
可能になった。標準化はデータ管理の生命線
巨大システムへの統合ではなく、標準化した
データをキーにした連携が大切
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・滅菌器材のTraceability
バーコードの実質運用
感染への挑戦



Kyoto Second Red Cross Hospital , KYOTO,   JAPAN
出力日時：2004年2月24日　17時20分     頁：１/１

定　時

　 手術室ー１ 手術日：２月２４日
術式：　開腹直腸切断

1991年5月10日生

ユニ　タロウ １2歳5ヶ月　　　　　男
ユニ　太郎　　様 1４５.2ｃｍ　　39.7Ｋｇ

ラベル貼付欄：

患者使用器材シート

（－）　　　ＨＩＶ　　　Ｃ（－）

　　　決　　定　　　リ セ ッ ト

0000000145


